
し 、 しい 一 み ための指針～ 

( あ なたは絶対に 自信があ りますか、 心の健康に ?] 

第 1 : 精神疾患を自分の 問題として考えていますか ( 憶 t@o) 
  精神疾患 は 、 糖尿病や高血圧と 同じで誰でもかかる 可能性があ ります。 

  2 人に ] 人は過去「 ケ 月間にストレスを 感じていて、 生涯を通けて 5 人に ] 人は 精 

神疾患にかかるとい れ れています。 

第 2 : 無理しないで、 何色身体も ( 予防 ) 
， ストレスにうまく 対処し、 ストレスをできるだけ 減らす生活を 心がけましょう。 

  自分のストレスの 要因を見極め、 自分なりのストレス 対処方法を身につけましょう。 

・ サポートが得られるような 人間関係つくりにっとめましょう。 

第 3 : 気 ついていますか、 心の不調 ( 気 づき ) 

  早い段階での 気 づきが重要です。 

  早期発見、 早期治療が回復への 近道です。 

  不眠や不安が 主な最初のサイン。 おかしいと思ったら 気軽に相談を。 

第 4 : 知っていますか、 精神疾患への 正しい対応 ( 自己，周囲の 認識 ) 
， 病気を正しく 理解し、 焦らず時間をかけて 克服して い きましょう。 

  休養が大事、 自分のリズムをとりもどそ う 。 急がぽまわれも 大切です。 

， 家族 ゆ 周囲の過干渉、 ョ桂 難は回復を遅らせること ち 知ってくださし ) 。 

( 社会の支援が 大事，共生の 社会を目指して ] 

第 5 : 自分で心の バ l 」 アを 作らない ( 肯定 ) 
・ 先入観に基づくかたくなな 態度をとらないで。 

  精神疾患や精神障害者に 対する誤解や 偏見は 、 古くからの慣習 ゆ 風評、 不正確な事 

件 報道や情報等により、 正しい知識が 伝わっていないことから 生じる単なる 先入観 

です。 

  誤解ゆ偏見に 基づく拒否的態度ほ、 その人を深く 傷つけ病状をち 悪化させることさ 

えあ ります。 

第 6 : 認め合おう、 自分らしく生きている 姿を ( 受容 ) 
， 誰もが自分の 暮らしている 地域 ( 街 ) で幸せに生さることが 自然な姿。 

・ 誰もが他者から 受け入れられることにより、 自らの 力 をより発揮できます。 

第 7 : 出会いは理解の 第一歩 ( 出会い ) 

  理解を深める 体験の機会を 活かそ う 。 

  人 との多くの出会いの 機会を持っことがお 互いの理解の 第一歩となるほずです。 

  身近な交流の 中で自らを語り 合えることが 大切です。 

第 8 : 互いに支えあ う社会つくり ( 参画 ) 

， 人格と個性を 尊重して互いに 安ぇ ぁぅ 共生社会を共に 作り上けよ う 。 

  精神障害者も 社会の一員として 誇りを持って 積極的に参画することが 大切です。 
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6  その他 

(] ) 精神保健指定医新規申請 甘類は ついて 

精神保健指定医の 指定申請書類については、 平成 1 6 年度から、 精神保健指定 

医 研修会の場において、 申請者に対する 申請書類記載事項の 確認の登底を 指導す 

るとともに、 地方厚生局及び 厚生労働本省における 審査事務処理期間の 短縮を図 

ることとしており、 各都道府県、 指定都市においても、 申請時における 申請書類 

の 内容確認を行い、 不備等が認められた 場合には申請者に 確認するなど、 申請書 

類の事前確認の 御協力を御願いしていることもあ り、 従来に比べ申請書類の 審査 

に 係る時間は短縮されている 状況であ る。 

ついては、 平成 1 7 年度においても、 指定事務をさらに 迅速に行 う ため、 別添 

「精神保健指定医新規申請書類の 内容確認について」を 参照の上、 引き続き特段 

の 配慮をお願いしたい。 

(2) 精神保健研究所の 研 綾 予定について 

国立精神・神経センター 精神保健研究所においては、 国、 地方公共団体並びに 

精神保健及び 精神障害者福祉に 関する法律第 1 9 条の 8 の規定による 指定病院等 

において精神保健福祉の 業務に従事する 医師、 保健 師 、 看護 師 、 臨床心理業務に 

従事する者、 作業療法士、 精神保健福祉士等を 対象に、 精神保健福祉技術者とし 

て 必要な資質の 向上を図ることを 目的として、 精神保健福祉各般にわたる 専門的 

な知識及び技術習得に 関する研修を 行っている。 

昭和 3 4 年度に研修を 開始してから 平成 1 5 年度までの修了者数は 7, 8 7 9 

名 に達しており、 その多くは全国各地において 精神保健福祉分野の 専門技術者と 

して活躍されている。 

平成 1 7 年度は、 医学課程として、 発達障害の診断・ 治療に関する 最新の知見 

と支援の実際、 摂食障害の病態と 治療に関する 最新の知見 (E 節筈対象、 看護 師 

対象 ) 、 精神科長期在院患者の 退院促進のための 社会復帰リハビリテーション 、 

我が国における 包括型地域生活支援プロバラム (Assertive Community 

Treatment :ACT) の実践の 5 課程、 精神保健指導課程 ( 精神保健福祉行政の 計画 

的 ・組織的推進に 関する研修 ) 、 精神科ディ・ケ ア 課程 ( 初任者対象、 中堅者対 

象 ) 、 薬物依存臨床医師研修会、 薬物依存臨床看護研修会を 開催 る 。 

なお、 平成 1 7 年度研修の詳細は、 研究所のホームページ htt   , ル "W.ncnD-k   

坦二Ⅲに掲載されている。 

一 9 一 






















